
福岡ソフトバンクホークスに入団
したのが2007年。以来、常勝軍

団を引っ張る中心選手の一人として活
躍し、2013年には首位打者と最多安
打のタイトルも獲得した。そんな長谷
川さんが2021年のシーズンをもって
現役引退し、現在は同チームの一軍打
撃コーチとして後進の育成に力を注い
でいる。

“当たり前のこと”を、ただ当たり前に。
克己の精神で道を開く

「打撃職人」と評される巧みなバットコントロールと、気持ちの入った熱いプレーの数々。

プロ野球選手時代に多くのファンを魅了してきた長谷川勇也さん。

今年、野球人としての新たな一歩を踏み出した長谷川さんに、学生時代の思い出や、

バッティングへのこだわりをうかがい、プロとしての生き様を紐解く。
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福岡ソフトバンクホークス
一軍打撃コーチ

長谷川勇也さん
（平19・商業）

はせがわ・ゆうや●1984年生まれ、山形
県鶴岡市出身。2007年、専修大学商学
部商業学科を卒業。小学3年生で野球を
始める。酒田南高校では2年夏、3年春・
夏と３季連続で甲子園に出場。専修大学
入学後は１年春からレギュラーとして定
着し、東都大学リーグでは３年秋に首位
打者、４年秋にはMVPを獲得。2006年
の大学生・社会人ドラフトで福岡ソフト
バンクホークスから５巡目で指名されプ
ロ入り。2021年シーズンで引退するまで
の15年間の通算成績は、1233試合出場、
1108安打、76本塁打、434打点。主な
タイトルは首位打者、最多安打、ベスト
ナイン（全て2013年）。2022年より福岡
ソフトバンクホークスの一軍打撃コーチ
に就任。

試していく。そうやって自分のスタイ
ルをつくり上げることができた４年間
でした。当時学んだことは、そのまま
プロでも15年間続けましたね」
　飛距離を伸ばすために、あるいは少
しでも速く走るためには、どういう練習
が必要で、身体のどこを鍛えないとい
けないのか。探求を続ける毎日だった。
　「ガチガチに縛られるのではなく、
ほどよく自主性がある環境が自分に合
っていたんだと思います。あと、学費
を払って野球をやっている以上、それ
に見合うだけの練習をしたいという考
えもありました。だから、施設は端か
ら端までフルに使いましたし、毎日必
死に練習しましたね。そういう気持ち
が芽生えてからは結果が出るようにな
り、実力も伸び始めたんです。大学の
４年間の経験がプロにつながったと思
います」
　３年秋には東都大学リーグ2部で首
位打者を獲得。４年秋には打率.341、
６本塁打の成績で見事MVPに選出さ
れる。そして2006年11月の大学生・
社会人ドラフトで福岡ソフトバンクホ
ークスから指名され、プロの世界へ。
　「正直、自身がプロになることには、
あまり実感がありませんでした。ただ、
専修大学から野手の入団は久々だった
ので、周りの方々がすごく期待してく
れて。僕以上にみんなが喜んでくれた

　バッティングに対してストイックに
探求し続ける姿から、「打撃職人」と
呼ばれていた長谷川さん。実はその礎
を築いたのは、専修大学での４年間だ
った。

大学時代に学んだことを
プロでも15年間続けた

　酒田南高校では外野手兼投手として
３季連続で甲子園に出場。進学してレ
ベルの高い舞台で野球を続けたい、と
考えていた長谷川さんが選んだのが、
専修大学だった。
　「熱心に誘っていただいたんです。
当時は酒田南高校から強豪校に推薦で
行くことはあまりなかったので、何も
ないところから声をかけていただいた
のが嬉しく、魅力的に感じました」
　ちょうど、東都１部リーグへの復帰
が決まった年でもあった。レベルが高
く、プロのスカウトの注目度も高いリ
ーグで野球に打ち込める環境も、決意
を後押ししたという。
　大学での４年間について、「自分を
成長させてくれた時間だった」と長谷
川さんは振り返る。
　「時間の使い方と、セルフマネジメ
ントの力が身についたと考えています。
どんな取り組みをすれば野球が上達す
るかを、常に自分に問いかけながら、
必要だと思えることを練習でひたすら

自身を「逆境になればなるほど力
が発揮できるタイプ」と分析。チ
ームが苦しいときこそ、流れを変
えられるプレーや、バッティング
を心がけていたという
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プレー中に右足首を大ケガするなど、
15年間の現役生活はケガとの戦いで
もあった。そんななかでも、コツコツ
とリハビリに取り組むことが「自分を
助けてくれる」と信じて、“当たり前
のこと”を当たり前にやり続けた。
　「何がそこまで自分を奮い立たせる
のか……ただ単に自分の弱さに負けた
くないだけなんです。調子が悪いとき
ほど『今日はもういいかな』と思って
しまいがちですが、そこをぐっと我慢
して、頑張ろうと。自分に勝ちたいと
いうのは野球でも一緒で、純粋にもっ
と上手くなりたいし、もっとヒットを
打ちたい。自分の好きなことが仕事に
なったので、苦しいことがあっても、
好きな野球と向き合ってちゃんと解決
したいんです」
　「心、常に、道を離れず」。長谷川さん
の座右の銘だ。宮本武蔵が剣術の奥義
をまとめた『五輪書』に記した言葉で
あり、両者の求道者としての生き様に
は通じるものがあるように思えてくる。
　「野球が上手くなりたいという気持
ちが逸れることは決してあってはなら
ない──自分でそのように解釈して、

とやらないといけないと思いましたね」
　それが、「打撃職人」と評された長
谷川さんの試合後のルーティンである
スイングチェックにつながる。試合で
成果が出たときは、さらにバットを振
り込んで、明日も同じ結果が出るよう
に固めていく。自分のなかの「良い感
覚」を探りにいく時間だ。逆に調子が
悪くなってきたときは、「これなら明
日はなんとかなりそうだ」と思えるま
で黙々とボールを打ち続ける。
　「もし、それでもダメだったとして、
またバットを振ればいいだけ。ポジテ
ィブに切り替えていくことが大事です。
結果が出ても、出なくても、次の試合
に挑むまでの準備というか、気持ちの
整理をつけるためのルーティンですね。
毎日、長いときは２時間以上残って打
ち込んだり、素振りをしたり、ティー
バッティングをしていました」

野球が上手くなりたい。
その気持ちだけは忘れずに

　そのときにできることを愚直にやる
という長谷川さんのスタイルは、何に
対しても一貫している。2014年には

のを、すごく覚えています」
　ちなみに、大学４年時は、東都リー
グの入れ替え戦で勝利し、１部復帰を
果たしている。
　「試合の後、寮に戻って仲間たちと
ビールかけをしました。あのときの光
景は今でもはっきり思い出せますね。
大学の最後の、最高に楽しかった思い
出です」

調子が良くても、悪くても、
次の試合の準備は欠かさない

　プロは厳しい世界であり、常に結果
が求められる。長谷川さんは、どのよ
うな意識で飛び込んだのだろうか。
　「やるだけやってダメならしょうが
ない、という気持ちは、ずっと持ち続
けています。『あのときにあれをやっ
ておけば』と思わないようにしたいと、
ずっと考えていました」
　入団後はプロのレベルの高さに直面
するも、「勝てないとは思わなかった」
と振り返る。
　「確かにバッティング一つ見ても、
みなさんすごいですよ。でも、すぐに
は無理かもしれないけど、自分の努力
次第でたどり着けるかもしれないとは
思えたんです。だから必死にやろうと」
　誰かに強い影響を受けたことはほと
んどないと話すが、一人、見習った先
輩がいたという。
　「川﨑宗則さんです。調子が悪いと
きこそ試合後に残り、打ち込む姿を見
て、『（当時中心選手だった）宗さんで
も、ダメなときは練習で解決するんだ
な』と感銘を受けました。自分ももっ

ずっと大切に心に留めています」
　2013年には球団記録のシーズン198
安打で最多安打、首位打者のタイトル
を獲得。「バッティングのスタイルを
変えながら試すなかで、一つの成果が
出た1年だった」と振り返る一方で、
そこで過信しないのが求道者たるゆえ
んだ。
　「バッティングは簡単なものではな
いので、きっとまた上手くいかなくな
るだろうと考えていました。だからこ
そ、自分のやり方は絶対に変えず、体
に染みついたものを続ける。習慣化し
たものが、自分をずっと繋ぎ止めてく
れていたように思っています」

現役生活を終えて見据える
次のステージとは？

　「15年間の努力が報われたのかな」
と本人が振り返るのが、2021年10月
21日の引退試合だ。
　０対０で迎えた７回裏。おなじみの
『必殺仕事人』のイントロとともに、
大型ビジョンには「打撃一閃」の文字
が映し出され、長谷川さんが代打で登
場する。その瞬間、球場はその日一番

いう形で最後に試合を用意してもらえ
る選手ばかりではないので、15年間努
力し続けてきてよかったと思いました」
　2022年のシーズンからは、一軍打
撃コーチに就任。次の道への挑戦はも
う始まっている。
　「コーチといえど、野球をすること
に変わりはありません。コーチである
と自覚しすぎると、野球じゃなくてコ
ーチという仕事をしてしまいそうなの
で、とにかく、ずっと野球をやり続け
るコーチでいたいです」
　今後は、指導者として後進の育成が
期待される。
　「バッティングには正解がありませ
ん。僕自身も15年間プロでやってきま
したが、ずっと『？』のままでした。だ
けど、自分自身で考え、磨き続けた結
果、なんとか勝負することができて、成
果も残せました。選手たちには、自分
がどういうバッティングをしたいのか
を明確に持ってもらって、強い意志で
取り組んでほしいです。そういう思い
があれば、僕もアプローチできるし、導
いてあげられるのかなと思っています」
　見据えるのは、目先の結果だけでな
く、５年後、10年後、その先の常勝軍
団の礎を築くこと。強いホークスであ
り続けるために、自分にできることを
全うしたいと意気込む。
　「15年間、選手として応援していた
だき本当にありがとうございました。
チームはちょうど転換期。これからど
んな新しい戦力が出てくるのか、興味
を持って見てもらえたら嬉しいですし、
そのために僕ができることをしっかり
やっていきたいと思っています。引き
続き応援よろしくお願いします」
　その背中で多くの人たちを魅了して
きた打撃職人が、次なるステージでど
んな生き様を見せてくれるのか。野球
ファンの楽しみはまだまだ続く。

（2022年２月４日取材）

の盛り上がりを見せた。
　「最後の打席になると思ってバッタ
ーボックスに向かったのですが、試合
展開的に非常に重要な場面だったこと
もあり、悠長に思い出に浸りながら、
という心境ではなかったです。今まで
やってきたことをしっかり最後までや
り遂げ、ピッチャーに勝ちたい。それ
だけでした」
　結果は惜しくもファーストゴロ。一
塁にヘッドスライディングするも、間
一髪でアウトに。悔しさと同時に、も
う一つ新たにこみ上げる感情があった
という。
　「アウトコールされた後は、ああ、最
後の打席が終わったんだなって。こう

宮崎でのキャンプの合間を縫い、インタビューを受けてくれた

気迫溢れる最終打席でのヘッドスライデ
ィング。足首をケガして以来、際どいタ
イミングのときは足から行かずに、自然
とヘッドスライディングが出るようにな
ったという

引退試合の後に行われた引退セレモニー
でのワンシーン。長谷川さんの背番号

「24」が入ったお揃いのTシャツを着た仲
間たちからの胴上げに、球場全体が一つ
になった

コーチとして、チームの全選手を引き上げていきたいと
意気込む長谷川さん
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